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当社は、株主の皆さまへの長期的利益還元を重要な経
営課題の一つと考え、普通配当１株当たり年100円を安定
的に継続するとともに、連結配当性向３０％を目標としてい
ます。また、経営環境等を総合的に勘案して自己株式の取
得などを検討しています。内部留保については、今後予想
されるさまざまな経営環境の変化に対応し、さらなる発展
と飛躍を目的として、事業分野の拡大や研究・開発力の強
化、海外事業展開への投資等の原資に充て、柔軟かつ効
果的に活用し、株主の皆さまのご支援に報いられるように
努めています。

　当社は、「広く社会とのコミュニケーションを図り、企業情報を公正に開示する」ことを企業行動憲章に謳い、経営に関わる
情報の適切な適時開示を心掛けています。また、決算短信、有価証券報告書など定期的に発行するもののほか、株主・投資家
をはじめステークホルダーの皆さまが必要とされる経営情報やプレスリリースは、東京証券取
引所のＴＤｎｅｔや当社のホームページに速やかに掲示し、いつでも閲覧いただけるようにしてい
ます。
　なお、2020年7月に当社のホームページをリニューアルして、財務・業績ハイライトをグラフ
形式や表形式に切り替えて閲覧できるようにするなど、必要な情報を探しやすく、見やすい構成とし
ました。また、スマートフォンやタブレット型端末からもより快適に閲覧できるように改善しました。

株主・投資家とのかかわり
朝日工業社は、公正かつ透明な企業経営を通じて、持続的な成長と企業価値の向上を図るとともに、安定的かつ収
益状況を勘案した利益配分と適時適切な情報開示によって、株主・投資家の皆さまの信頼と期待にお応えします。

安全衛生活動の推進
業務に従事する全ての関係者の職場における労働災害

の防止と健康の保持・増進を目的として、毎期定める「安
全衛生活動方針」に基づき、安全衛生に関する管理の徹底
と教育の充実に努めています。
当社の取引先で組織している朝日工業社安全衛生協力
会は、当社の本社に設置している本部と、事業所ごとに設置
している10の支部で構成されており、以下のような事業を
通して、当社と会員相互間の連携を緊密に保ち、協力して安
全衛生活動の推進と災害発生の未然防止を図っています。

物流ソリューションへの挑戦
機器事業部では、主に半導体やFPD製造装置用の環境チャンバなどの精密機器を製
造していますが、製品の出荷先は海外も含まれるため、物流サービスを専門にするサプラ
イヤーの協力が必要不可欠になります。お客さまからは輸送面での確実な品質確保が求
められており、製品の保管、搬出入や輸送における取り扱いについて、各種製品の構造や
特性を考慮したレクチャーをサプライヤーに行っています。これからもサプライヤーとの関
係強化を図り、品質向上のみならず効率的かつ環境に配慮した物流ソリューションの構
築を目指していきます。

取引先への教育
取引先の能力や安全意識の維持・向上を図るため、次の

ような教育を本社、事業店で計画的に実施しています。

＊2016年10月に5株を1株に併合しており、
2016年度の配当金は株式併合後の値に換算しています。
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配当の推移
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配当金と連結配当性向の推移
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株式の状況（2020年3月31日現在）

リニューアル後のIR情報は、右記のリンク先またはQRコードよりご確認いただけます。 　https://www.asahikogyosha.co.jp/ir/

ビジネスパートナーとともに
朝日工業社は、施工や機器製造の場でご協力いただく取引先をビジネスにおけるパートナーと位置づけ、健全かつ透明
な関係づくりを心掛け、取引先への教育、安全衛生活動など、さまざまな取り組みを通して共存共栄を目指しています。

❶ 安全衛生協力会、事業主および職長による自主安全パトロールの実施
❷ 安全衛生関連情報の発信
❸ 安全衛生協力会会員の相互扶助 等

また、朝日工業社安全衛生協力会主催の安全大会など
を通じて、社会保険に未加入の取引先に対する加入指導
や建設業法に関する教育も実施しています。

❶ 取引先経営トップの
　 安全意識の高揚を図る
　 「協力会社事業主研修」

❷ 取引先の社員等の
 能力の維持・向上のための
 「職長教育・特別教育」等

S ステークホルダーのためにSOCIAL

利益配分に関する基本方針 設備工事事業における取り組み

機器製造販売事業における取り組み

共に成長する良きパートナーとして
当社は、株式会社近鉄エクスプレスグループの一員として精密機器の輸送および搬出入

を主な事業としており、朝日工業社とは約20年のお取引となります。近年、海外に出荷される
環境チャンバは大型化とともに出荷台数が安定的に伸びており、おかげさまで海外への出荷
拠点として当社グループの物流倉庫の活用が増えていますが、製品の輸送から保管、出荷
業務まで、朝日工業社の丁寧なご指導により、当社従業員の品質レベルも向上し、大変感謝
しております。 今後も朝日工業社の良きパートナーとして、共に成長して行けるよう、全力で
取り組んでいきます。

株式会社近鉄トランステック
代表取締役社長

堀 健也 様

Voice適時適切な情報開示
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810社 842人
2019年度実績

457社 1,034人
2019年度実績

〈単位：円〉
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